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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年末の総選挙で３年余り続いた民主党政権が大敗し、自公連立の安倍政権

が復活しました。選挙では、消費税、ＴＰＰ、原発をめぐる問題、経済や雇用

の問題など国民の暮らしにとって重要な政策が明確な形で争点になりませんで

した。しかし、新しい政権は自らの政党が支持されたとし、消費税増税やＴＰ

Ｐ交渉参加、原発推進、社会保障改悪などを行おうとしています。私たちは引

き続き国民医療と皆保険制度を守るため、国民とともに運動をつよめていく必

要があると感じます。

　昨年、姫路・西播支部は、審査対策研究会、接遇研修会、医療安全管理研修

会などを開きました。また、西播社保協とともに、西播５市６町を訪問する自

治体キャラバンを実施し、子どもの医療費無料化の拡充などで成果を得ていま

す。

　姫路市夢前町前之庄字庄司谷・谷山・荒神山に建設計画がすすめられている

「安定型産業廃棄物最終処分場」は、協会として、いのちと健康を守る医療者

の立場から、建設許可を認めないよう求める意見書を６月 23 日理事会で採択

姫路・西播支部　支部長　宗実　琴子
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西播社保協　自治体キャラバン　５市６町と懇談

　西播社会保障推進協議会（西播社保協）は、自治体訪問（自治体キャラバン）

を実施。11 月 12 日～ 16 日、19 日の６日間かけて、西播地域の５市６町すべ

てを訪問し、社会保障制度の拡充と改善を求めて首長・担当職員らと懇談を行っ

た。

　懇談は、事前に送付し文書回答を得たアンケートと要望書の内容に基づき、

西播社保協が質問し、自治体が回答後、意見交換する形で行った。市川町、福

崎町、神河町では、町長が出席し、町政について懇談することができた。

　西播社保協は各市町に対し、「税と社会保障の一体改革」などで「自助」「共助」

の助け合いの考えがふりまかれ、自治体にも浸透を見せているもとで、国民健

康保険の理念は、憲法 25 条の理念に基づく社会保障であることを強調した。

　介護保険制度では、①介護保険の利用料減免措置、②特養待機者数の改善の

ための手立てなどを求めた。生活保護では、扶養義務者にどこまで踏み込み確

認するのか、民生委員との関係はどうなのかなどを質問した。

　子どもの医療費については、これまでの自治体キャラバンの運動の成果とし

て、福崎町では嶋田町長がいち早く中学卒業まで無料化を実施し、続いてたつ

の市、相生市、赤穂市で中学卒業まで無料化が今年４月から実施されることに

なった。宍粟市や佐用町でも小学校卒業まで無料化にするなど、西播各市町に

広がりこども医療費無料化が大きく前進している。姫路市でも子ども医療費無

料化を実施されるようにと強く訴えた。

し姫路市へ提出しました。姫路・西播支部では、この

産廃処分場計画の問題点を会員に知らせるとともに、

建設許可を認めないよう求める院長署名の呼びかけを

行ってきました。

　支部では、本年もさまざまな企画を行う予定です。

今後とも、ご意見・ご要望をお寄せいただくとともに、

ご協力よろしくお願いいたします。
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高森副支部長が司会をつ

とめ、医師、歯科医師、

スタッフら 40 人が参加

第 249回支部幹事会より

◆情勢と運動対策では、総選挙結果について意見交換したほか、姫路市の子ど

も医療費の問題や、夢前町産廃処分場建設計画について議論した。また、今後

の支部企画についても意見を出し合った。

幹事会には、会員の先生はどなたでもご参加いただけます。
　　　　　　　　　　　お問い合わせは、℡ 078―393―1817　田村まで。

12 月 20 日 ( 木 )　午後２時 30 分～　於　姫路じばさんびる

　姫路・西播支部ニュースへの投稿を募集しています。趣味や日
常お考えのことなどテーマは問いません。ぜひお寄せ下さい。

投 稿 募 集 ！

ＦＡＸ：078-393-1802　E-mail：tamura@doc-net.or.jp　担当事務局　田村まで

医療安全管理研修会　感想文

　今回の医療安全管理研修会は「血液媒介感染症と感

染対策について」という題名で姫路聖マリア病院　感

染管理認定看護師の今川嘉樹先生に講演していただき

ました。

　針刺し・切創報告の統計をグラフで詳しく示してい

ただいたのですが、看護師の割合が減り他職種が増加

している・病室周辺の割合は減少し手術部の割合が増加している・リキャップ

による受傷は減少しているのに安全器材による針刺しが増えているというのが

よくわかりました。安全器材は正しく使う事が何より重要だと感じました。

　また、ＨＩＶ暴露後の対応について、当院でもマニュアルは作成しておりま

すが薬剤の備蓄はしておりません。予防投与は可能な限り早く服用開始すると

いうお話でしたので、今後検討していく必要があると思いました。

　講演の途中に、「事例から学ぶ針刺し・切創、血液・体液暴露の脅威」という

動画を見せていただきました。ドラマ仕立てで堅苦しくなく、とても理解しや

すかったです。院内研修会等で使っていきたいです。

　幅広い内容を詳しく、わかりやすく講演していただきました。ありがとうご

ざいました。　　　　　　　　　　　　　【公立神崎総合病院　薬剤科　Ｋ.Ｅ】

　姫路・西播支部は 2012 年 11 月 24 日に、医療安全

管理研修会「血液媒介感染症と感染対策」を開催。姫

路聖マリア病院・医療安全管理室看護主任・感染管理

認定看護師の今川嘉樹氏を講師に 40 人が参加した。

感想文を紹介する。

　姫路 ･ 西播支部は、2012

年12月6日にホテルサンシャ

イン青山で指導問題学習会

「指導・監査の現状と対策」

を開催。協会審査対策部長の

西山裕康先生を講師に 60 人

が参加した。

　講師の西山先生は、協会審

査対策部が近畿厚生局兵庫事

務所に対して開示請求を行っ

て入手した指導関連文書をも

とに解説。最近の指導の状況、

指導での指摘事項を中心に、

カルテ整備など日常診療での

留意点についてわかりやすく

説明した。

指導 ・監査対策研究会

カルテ整備など日常診での留意点

協会審査対策部長の西山先生を講師に、医師・

スタッフなど６０人が参加した。

安全器材　正しく使うことが重要


